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△ちばの字義　千葉と云ふ言葉が、明かに書物の上に現はされたのは、今から千二百年前、古事記の中に「知婆能。加豆奴袁美禮婆云云」と記された事て、 其後日本紀、績日本紀、日本後紀、和名抄等の書にも、知婆若しくは知波と云ふ字を往々見受けるし、萬葉集の中にも


幾世経て兒手（このて）拍や知波の野にふた面なき君をしたひて


の歌があって、知波と記してある。尤も茲に云ふ知波の地は今のちば町をさして云ふた譯では無く、今のちば町の地は往昔は葛繁（今葛飾と記す）の一部分であったのである。知波の字が古事記の出づる頃から存してゐたと云ふ事は夫れで判つた。されば千葉と云ふ字は
何時（いつ）頃生れたのであらうかと云へば、是れは又古事記の出づる三年前なる和銅二年に、ちばの南端に一寺を建立し千葉寺と

[image: ]

猪ノ鼻の松と御茶ノ水










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Chiba-machi_annai_(Shinkichi_Masujima,_1911).pdf/16&oldid=116243」から取得


					カテゴリ: 	未校正




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2018年8月9日 (木) 15:41 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







